
令和 4年 10月 6 日 

農林水産省消費・安全局 
畜水産安全管理課 御中 

AB Agri Limited. 
日本における代表者 古川洋史 

飼料の公定規格における追加事項の要望について 

令和 4 年 7 月 29 日開催の農業資材審議会飼料分科会において審議が終了した
Trichoderma reeseiから産生されるフィターゼ（Quantum Blue）について、添付の解析
結果に基づき、飼料の公定規格（昭和 51 年 7 月 24 日、農林省告示第 756 号）中の 1 
配合飼料（5）環境負荷低減型配合飼料における aP（フィターゼによる分解の結果生じ
る非フィチン態りん）の算出方法の表に以下の追加をして頂きたく要望します。 

フィターゼの種類 算出方法 
Trichoderma reesei から産生されるフィ
ターゼ 

飼料 1 ㎏あたり 164 フィチン酸分解力単
位を添加した場合、0.10％ 
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Trichoderma reesei から産生されるフィターゼ（Quantum Blue） 

の豚における有効リン（avP）放出量に関するホロ分析による解析 

AB Vista 

1．解析に用いたデータ

AB Vista では、2010 年から 2017 年にかけて、Quantum Blue を豚用飼料に添加した場合の効果を

評価するために、世界各国で計 57試験を実施している。これらのうち、体重 10 ㎏以下の供試豚を

用いた試験およびオーバードーズに関する試験を除く、計 29 試験における 201 データを用いて、

ホロ分析（特定の要因について利用可能なすべてのデータと利用可能なすべての変数を包括的に解

析する統計手法）を実施し、増体日量を指標として、豚用飼料に Quantum Blue を 250、500 および 

750 FTU/㎏添加した場合の avP 放出量を検討した。 

表 1．使用データの概要 

項 目 平均値 最小値 最大値 

Quantum Blue 添加量（Log FTU/㎏） 2.15 1.70 3.30 

飼料中 avP（％） 0.24 0.09 0.49 

飼料中可消化リジン（％） 1.11 0.68 1.55 

飼料中食塩含量（％） 0.37 0.00 1.03 

飼料摂取日量（g/日） 1574 307 3579 
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表 2-1．試験区の設定 

区 
ME 可消化リン カルシウム フィターゼ

（kcal/kg） （%） （%） （FTU/kg 飼料） 

陽性対照区 3300 / 3275 0.28 / 0.26 0.57 / 0.54 0 

市販相当区 3300 / 3275 0.16 / 0.11 0.42 / 0.39 645 / 403 

陰性対照区 1 3300 / 3275 0.12 / 0.11 0.37 / 0.34 0 

陰性対照区 1＋QB 2000 / 2290 

陰性対照区 2 3180 / 3156 0.12 / 0.11 0.37 / 0.34 0 

陰性対照区 2＋QB 2000 / 2290 

注）25～50 kg（4 週間）/50～75 kg（4 週間） 

192 頭のオス豚（6試験区×4頭/群×8反復、平均体重 23.5 kg） 

体重、飼料摂取量、飼育終了時に各群 1頭から中足骨を採取して灰分、Ca、P、強度を測定 

表 2-2-1．試験結果（発育成績） 

区 
日増体量 飼料摂取量 

飼料要求率 
（g/日） （g/日） 

陽性対照区 853 a 1.65 a 1.94 a 

市販相当区 828 a 1.61 a 1.94 a 

陰性対照区 1 620 b 1.39 b 2.25 b 

陰性対照区 1＋QB 814 a 1.61 a 1.98 a 

陰性対照区 2 636 b 1.45 b 2.27 b 

陰性対照区 2＋QB 816 a 1.67 a 2.05 a 

表 2-2-2．試験結果（骨成分等） 

区 
重量 灰分 カルシウム リン 強度 
（g） （%） （灰分中%） （灰分中%） （N） 

陽性対照区 25.1 a 30.5 a 30.8 ab 19.2 a 753 a 

市販相当区 23.7 a 31.1 a 29.0 b 19.1 a 747 a 

陰性対照区 1 21.1 b 23.1 b 33.7 a 18.4 b 399 b 

陰性対照区 1＋QB 24.4 a 30.0 a 31.3 ab 19.0 a 702 a 

陰性対照区 2 22.5 b 22.4 b 32.4 a 18.2 b 355 b 

陰性対照区 2＋QB 23.6 a 30.1 a 31.8 ab 19.2 a 700 a 
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表 3-1．試験区の設定 

区 
可消化リン カルシウム フィターゼ

（%） （%） （FTU/kg 飼料） 

陽性対照区 0.28 0.70 － 

陰性対照区 0.11 0.49 300 / 600 / 1200 

180 頭の豚（5試験区×4頭（雄、雌各 2頭）/群×9反復、平均体重 20 kg） 

試験期間：42 日間 

体重、飼料摂取量、飼育終了時に各群 1頭から中足骨を採取して灰分、P、強度を測定 

表 3-2．試験結果 

区 陽性対照区 陰性対照区 
フィターゼ添加区（FTU/kg 飼料）

300 600 1200 

日増体量（g/日） 644 a 488 b 634 a 615 a 633 a 

飼料要求率 1.99 a 2.09 b 1.99 a 2.04 a 1.99 a 

骨灰分（%） 27 a 19 d 22 c 24 b 26 ab 

骨リン含量（%） 5.5 a 3.7 d 4.5 c 4.9 bc 5.3 ab 

骨強度（N） 548 a 253 c 418 b 411 b 521 a 
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表 4-1．試験区の設定 

区 
有効リン カルシウム フィターゼ
（%） （%） （FTU/kg 飼料） 

陽性対照区 0.32 / 0.27 0.71 / 0.61 － 

陰性対照区 1 0.22 / 0.17 0.60 / 0.50 250 

陰性対照区 2 0.17 / 0.12 0.55 / 0.45 500 / 2000 

注）23～38 kg（3 週間）/38～55 kg（3 週間） 

360 頭の豚（6試験区×5 頭/群×6反復×性、平均体重 23kg） 

体重、飼料摂取量、飼育終了時に各群 1頭から中手骨を採取して灰分、強度を測定 

表 4-2-1．試験結果（発育成績） 

区 
日増体量 飼料摂取量 

飼料効率 
（kg/日） （kg/日） 

陽性対照区 0.75 c 1.50 0.501 bc 

陰性対照区 1 0.76 bc 1.55 0.493 c 

陰性対照区 1＋250 0.78 ab 1.54 0.506 ab 

陰性対照区 2 0.74 c 1.51 0.490 c 

陰性対照区 2＋500 0.78 ab 1.55 0.509 ab 

陰性対照区 2＋2000 0.80 a 1.57 0.513 a 

表 4-2-2．試験結果（骨成分等） 

区 
強度 灰分 灰分重量 
（kg） （%） （g） 

陽性対照区 77.4 abc 42.3 3.64 a 

陰性対照区 1 69.5 bc 39.5 3.17 b 

陰性対照区 1＋250 80.9 ab 41.2 3.57 a 

陰性対照区 2 65.9 c 39.4 3.17 b 

陰性対照区 2＋500 81.2 ab 40.3 3.61 a 
陰性対照区 2＋2000 85.9 a 41.3 3.76 a 
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2．解析結果 

解析には JMP Pro v 13.0 の段階的回帰モデルを使用し、図に示したとおり Quantum Blue 添加量と日

増体量の間の最適予測モデルを得た。 

図 Quantum Blue 添加量と日増体量の間で得られた最適予測モデル 

次に、この最適予測モデルを用いて、avP を 0.10、0.15 および 0.175％放出させるために必要な

Quantum Blue 添加量（FTU/㎏飼料）を算出した。その結果は表 5に示したとおりであり、飼料中の

avP を 0.10％増加させるために必要な Quantum Blue 添加量は 164 FTU/㎏飼料（85％信頼区間：113

～215 FTU/㎏）であった。 

表 5．Quantum Blue 添加添加による avP 放出量（％） 

avP 放出量(％) 

0.10 0.15 0.175 

Quantum Blue 添加量（FTU/㎏飼料） 
164 

（113～215） 
291 

（137～445） 
390 

（140～640） 

（ ）内は 85％信頼区間 
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